
昭 和57 年10 月5 日

区のお知らせ

第591 号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課
足立区千住一丁目4- 18
( 882) 1111

第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 57. 9. 1)
世 帯　213, 861
人 口　627, 304
男　317, 519
女　309, 785

面積　53. 25km2
人口密度　11, 780人/ km2

近年、社会・経済の変動に伴って、区民の皆さんの区
政に対する要望も複雑多岐にわたっています。区が施策
をすすめていくにあたっては、皆さんの意向や要望をで
きる限り反映させていく必要があります、区では、広聴
活動の一環として、毎年 世論調 査

金金
を実施しています。

今年は11回目を数え、親子の対話 、定住性、社会体育な
ど7 項目にわたって調 査しました、調査結果は、今後の
区政運 営や政策の基礎資料と して活用していきます。

調
査
方
法
　
熊
印
為
抽
出
に
よ

り
足
立
区
内
紅
住
の
二
十
歳

以
上
八
十
歳
末
尚
の
男
女
二
千

人
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
選
び

、
専
門
調
査
員
に
よ
る
個

別
而
接
調
査

調
査
期
間
　
昭
和
五
十
七
年
六

月
二
日
～
し
口

回
収
率
　
八
一
・
二
%

第
十
一
回
足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査
結
果
ま
と
ま
る

「
下
水
道
の
整
備
」五
年
連
続
ト
ッ
プ

親
子
の
対
話

―
お
宅
で
は
、
母
親
と
子
供
、
父
親

と
子
供
の
対
話
は
十
分
だ
と
思
い

ま
す
か
。

対
象
者
の
中
で
、
小
・
中
・
高
生

か
い
る
万
に
さ
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

匂
詁
が
「
十
分
」
行
わ
れ
て
い
る
と
の

評
価
は
、
母
と
子
で
は
四
六
%
で
し

た
が
、
父
と
子
で
は
そ
の
半
分
の
約

二
三
%
で
し
た
。
ま
た
、
「
十
分
」

と
「
ま
あ
卜
分
」
を
合
わ
せ
た
「
十

分
派
」
を
見
て
も
、
母
と
子
は
約
八

六
%
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
父
と
子

は
約
六
二
%
に
と
ご
ま
り
ま
し
た
。

―
親
子
の
対
話
、
特
に
父
親
と
の

対
話
を
す
す
め
る
う
え
で
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。
(
複

数
回
答
)

「
食
事
を
一
緒
に
す
る
」
が
断
然

多
く
第
一
位
と
な
り
ま
し
ヘ
。
以
卜

「
子
ど
も
の
話
や
言
い
分
を
よ
く
聞

く
」
「
時
間
か
あ
れ
ば
一
緒
に
遊
ぶ
」

「
共
通
の
趣
味
や
話
題
を
も
つ
」
と

い
つ
順
で
し
た
。
「
と
く
に
何
も
し

な
く
て
よ
い
」
と
い
う
意
見
は
少
な

く
、
回
ら
か
の
万
策
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
の
か
人
勢
で
し
た
。
(
図
3

参
照
)

定

住

性

―

足
立
区
に
今
後
も
住
み
つ
づ
け

た
い
と
思
い
ま
す
か
。

「
引
き
眺
き
庄
ひ
つ
も
り
で
あ
る
」

六
八
%
と
「
事
情
さ
え
許
せ
ぱ
住
み

た
い
」
几
・
匕
%
と
を
合
わ
せ
た
定

位
意
思
は
、
七
七
・
七
%
と
な
り
、

乍
々
噌
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
(関
2

参
照
)

―
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
愛
着

を
感
じ
ま
す
か
。

「
愛
着
そ
感
じ
る
」
が
五
五
・
三
%

と
半
歓
を
超
え
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
愛
着
を
感
じ
る
」
二
五
・
一
%

と
を
合
わ
せ
た
《
愛
着
派
》
は
約

八
割
で
し
た
。
男
女
と
も
高
年
船
に

な
る
ほ
ど
「
愛
着
を
感
じ
る
」
人
が

多
く
、
よ
た
定
住
意
思
が
強
い
ほ
ど

愛
肴
が
強
く
な
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

―
あ
な
た
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
運
動

を
や
っ
て
い
ま
す
か
。

「
よ
く
や
っ
て
い
る
」
が
一
四
・

八
%
、
「
時
々
や
っ
て
い
る
」
が
一

七
・
三
%
で
、
合
わ
せ
る
と
約
%
の

区
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
人
は
男
性
が
四
五
%
と
半
数
近
い

の
に
対
し
て
、
女
性
は
そ
の
半
分
以

下
の
二
一
%
で
し
た
。

さ
ら
に
、
性
年
代
別
で
は
、
男
女

と
も
二
十
代
、
三
十
代
か
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
い
る
人
が
大
変
多
く
、
高
年

層
に
な
る
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。と
く
に
、

男
性
の
二
十
～
三
十
代
で
は
六
割
前

後
の
人
が
向
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
女
性
で

は
最
も
多
い
二
t
代
で
も
三
剖
し
か

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

(
図
4
参
照
)

区
政
へ
の
要
望

―
現
在
の
足
立
区
政
に
満
足
し
て

い
ま
す
か
。

「
満
足
一
二
・
六
%
と
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
満
足
」
四
一
・
七
%

を
合
わ
せ
た
《
満
足
派
》
は
、
五
四

・
三
%
と
半
取
を
や
や
超
え
、
昨
年

の
調
査
(
四
八
%
)
よ
り
も
増
加
し

ま
し
た
。

―
区
で
最
も
力
を
入
れ
て
欲
し
い

施
策
は
何
で
す
か
。
(
複
数
回
答
)

「
下
水
道
の
盤
備
」
が
五
年
連
続

卜
ッ
プ
で
、
以
下
「
老
人
福
祉
」

「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
「
公
園
の

整
備
・
緑
の
保
護
」
「
保
健
医
療
の

充
実
」
と
続
き
、
上
位
五
項
目
の
内

容
は
昨
年
と
同
じ
で
し
た
。

こ
の
五
年
間
で
は
「
老
人
福
祉
」

と
「
青
少
年
の
健
全
育
成

」
の
要
望

比
串
が
全
般
的
に
上
昇
し
て

い
ま

す
。
(
図
1
参
照
)

警
戒
宣
言

―
大
地
震
が
予
知
さ
れ
た
場
合
、

前
も
っ
て
「
警
戒
宣
言
」
が
発
令
さ

れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。

「
警
戒
宣
言
」
の
周
知
度
は
、
七

一
・
八
%
で
し
た
。
性
別
で
は
男
性

七
六
%
で
、
女
性
一
(
八
%
よ
り
や
や

高
く
、
性
年
代
別
で
は
、
六
十
代
以

上
の
女
性
が
五
八
%
と
低
い
以
外
は

あ
ま
り
年
代
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

《
広
報
課

》

図1　区政への要望

図2　定住意思と転出意思―経年変化

図3　 父親との対話をすすめるのに

必要なこと

図4　 性年代別のスポーツの状況

葦立ち

稲
の
穂
が
黄
金

色
に
垂
れ
、
店
先

に
は
色
と
り
ど
り

の
秋
の
味
寛
か
並

ぷ
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

実
り
の
秋
を
む
か
え
、
区
制
五

十
周
年
を
紀
念
す
る
お
祭
り
や
行

事
も
、盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
月
一
日
の
記
念
式
典
、
区
民

の
集
い
で
は
、
名
誉
区
民
や
特
別

功
労
者
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
区

の
旗
、
桜
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、区

の
歌
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
時
中
の
疎
開
な
ど
で

お
世
話
に
な
っ
た
畏
野
県
山
ノ
内

町
、
新
潟
県
小
出
町
、
両
町
と
の

友
好
自
冶
体
提
挑
も
同
時
に
調
印

さ
れ
ま
し
气

末
長
く
、
お
互
い

の
理
解
と
友
情
を
深
め
、
文
化
の

交
流
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、十
月
二
・
三
日
に
行

わ
れ
た
「区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
と

積
極
的
な
参
加
で
大
変
盛
り
上
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
が
お
互
い
に
協

力
し
合
い
、助
け
合
っ
て
実
施
し

た
こ
の
お
祭
り
は
、未
来
の
〝ふ

れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
足
立
〟を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
で
、私
は
非
常

に
感
激
し
ま
し
た
。

六
十
二
万
区
民
が
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
の
区
民

の
皆
さ
ん
の
連
帯
の
輪
の

も
と

に
、
さ
ら
に
一
層
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
十
周
年
に
ち
な
ん
だ
行

事

は
、十
月
十
日
の
区
民
大
運
助
会
、

あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
行
事
な

ど
。
ま
だ
ま
だ
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
杤
待
ら

し
て
い
ま
す
。

区
長

古
性
直

あなたとわたしの〝区のうた〟

レコードとなって新発売!

区
の
う
た
「
わ
が
ま
ち
足
立
」

の
レ
コ
ー
ド
が
完
成
し
、
皆
さ
ん

に
頒
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。A

面
は
、二
期
会
の
久
岡
昇
さ

ん
(
バ
リ
ト
ン
)
と
齊
藤
目
子
さ

ん
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
の
歌
唱
に
よ
る

区
の
う
た
で
す
。作
曲
者
の
團
伊

玖
瘤
さ
ん
自
ら
、
オ
ー
ヶ
ス
ト
ラ

伴
奏
を
指
揮
し
て
い
ま
す
。

B
面
は
、
昨
年
の
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
少
。受
賞
し

た
、
区
立
第
十
四
中
学
校
吹
爽
東

部
の
演
奏
に
よ
る
行
進
曲
で
す
。

團
さ
ん
に
も
お
ほ
め
い
た
だ
い
た

熟
演
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歌
詞
カ
ー
ド
、
カ
ラ
オ
ケ
も
付

い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
聴
き
な
が
ら
、
口
ず
さ
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
　
一
枚
三
百
円

頒
布
場
所
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す

暮
ら
し
の
便
利
帳
'
8
2

区
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
し

た
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
'
8
2
」
に
つ

い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
し

ま
す
。

▽
庁
舎
あ
ん
な
い
(
三
十
四
頁
)

(
正
)
用
地
管
理
課
(
職
員
会
館
)

(誤
)

三
階
　
用
地
管
理
課

▽
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
三

十
九
頁
、
右
下
)

な
お
、住
宅
局
で
は
、土
地
、

家
屋
を
貿
う
楊
合
の
事
前
相
談

や
貸
甼
賢
間
の
紹
介
の
た
め
、

次
の
相
談
室
を
設
け
て
い
ま
す

(
…
部
分
を
削
除
)

▽
ダ
イ
ヤ
ル
メ
モ
　
官
公
署
・
そ

の
他
(
七
十
四
・
七
十
五
頁
)

(
正
)
足
立
社
会
保
険
事
務
所
…

六
〇
四
一
〇
一
一
一
　
綾
瀬

ニ
ー
一
七
-
九

(誤
)

　
八
八
一
上

ニ
ニ

ー
　

千
住
河
原
町
四
上
二
二

(正
)

東
京
ガ
ス
竹
の
塚
営
業
所

(誤
)

東
京
ガ
ス
竹
の
冢
サ
ー
ビ

ス
ス
テ
ー
シ
S
ン

(正
)

東
京
綾
瀬
一
話
局

(誤
)

綾
順
電
話
局

◎
削
除
　
▼
ふ
き
や
ま
母
子
園

▼
博
震
ホ
ー
ム

▼
東
京
ガ
ス

葛
飾
営
業
所

◎
追
加
　
▼
地
下
鉄
北
綾
瀬
駅
　

六
二
〇
一
五
六
〇
〇

谷
中

ニ
ー
六
上

二

《
地
図
》

(正
)
青
井
中
学
佼
(
青
井
四
-
一

九
一
一
)

(
誤
)

青
井
四
上

五

(
正
)

足
立
社
会
保
険
事
務
所
(

綾
瀬
二
上

七
-
九
)

(
誤
)

千
住
河
原
町
四
上
三

(正
)

東
束
綾
瀬
電
話
局
(
東
綾

瀬
三
上
一丁

一
)

(
誤
)
亀
有
一
話
局

◎
追
加
　
▼
伊
興
前
沼
保
育
園

(
伊
興
町
前
沼
一
一
七
一
-
一
)

▼
皿
沼
小
学
校
(
皿
沼
一
-
一

九
-
一
)

く
わ
し
く
は
、
広
報
課
へ
。



昭 和57 年10 月5 日区 の お 知 ら せ ( 2)

区
制
五
十
周
年
記
念
表
彰

足
立
区
名
誉
区
民
・

足
立
区
に
貢
献
し
た
三
百
二
十
二
人

去
る
十
月
一
日
、
足
立
区
文
化
会
館
に
お
い
て
、
区
制
五
十

周
年
を
記
念
す
る
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

名
誉
区
民
第
一
号
と
な
ら
れ
た
大
山
雅
二
氏
の
顕
彰
が
行

わ
れ
、
区
畏
か
ら
名
誉
区
民
称
号
記
と
名
誉
区
民
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。ひ
き
続
い
て
、区
制
五
十
年
の
歴
史
の
中

で
、
特
に
顕
著
な
功
績
を
あ
け
ら
れ
、
足
立
区
の
発
展
に
つ

く
さ
れ
た
特
別
功
労
者
百
二
十
五
名
の
方
と
、
日
々
区
政

の
進
展
の
た
め
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
今
年
度
の

足
立
区
功
労
者
百
九
十
七
名
の
方
か
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

足
立
区
名
誉
区
民

大
山
雅
二
氏
の
略
歴

明
冶
3
0年
1
0月
1
8日
生
(
満
8
4歳
)

昭
和
2
0年
9
月

足
立
区
長

昭
和
3
0年
4
月

東
京
都
議
会
議
貝

現
在
、足
立
区
千
住
防
火
協
会
畏
・

消
防
団
運
営
委
員
会
委
員
の
職
に
あ

り
、
ま
た
、区
民
の
生
活
、文
化
の
向

上
に
む
け
て
活
用
中
で
、
区
民
か
ら

広
く
期
待
か
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
制
五
十
周
年
記
念

特
別
表
彰

〔
区
長
〕
山
口
臀
蔵
　
大
山
雅
二

〔
区
議
会
議
長
〕
鈴
木
伸
二
　
藤
来

勇
　
富
澤
孝
之
　
藤
木
二
幸
　
清
水

大
蔵
　
連
峰一
次
　
阿
小
川
信
孝
近

蕀
弥
之
吉
　
清
水
勝
　政

鈴
木
銀
藏

〔
区
議
会
副
議
長
〕
森
信
雄
　
吉

田
小
重
郎
　
岡
安
孝
明
　
尻
無
膺
冶

鈴
木
進
　
茂
出
木
市
藏
　
鈴
木
金
冶

郎
　
野
口
五
郎
平
　
田
ヶ
谷
治
助
　

藤
原
忠
志
　
川
下
松
雄
　
笹
原
丑
藏

近
藤
偉
好

〔
区
議
会
議
員
〕
自
村
益
冶
郎
　

北
詰
光
男
　
倉
持
傅
次
　
小
久
保

雅
捷
　
佐
藤
英
一
郎
　
永
鳥
安
三

〔
自
治
功
労
〕
《
区
政
功
労
者
》

官
田
喜
平
　
白
石
蓄
二
　
中
村
薫
　

寺
嶋
良
平
　
佐
久
間
嗣
次
　
菊
田
牌
　

山
已
夫
　
石
倉
義
雄
《
消
防
団
》

吉
野
平
八
《
町
会
・
自
冶
会
長
》

佐
野
寛
　
横
井
善
一
郎
　
榊
原
鉄

正
　
大
谷
松
雄
　
青
木
房
吉
　
嶺
元

正
典
　
加
藤
芳
三

〔
区
立
学
校
教
育
功
労
〕
《
学
校

保
健
衛
生
功
労
者
》
松
岡
七
畧
　

手
光
章
次
　
大
橋
榮
一
　
中
田
三
郎
　

増
田
須
磨
子
　
永
田
保
子
　
番
場
黄

菊
　
千
川
喜
平
　
重
松
胯
八
郎
　
吉

川
義
人
　
清
水
秀
忠
　
古
川
為
六
　

前
原
誠
次
郎
　
井
上
汎
　
久
保
敏
宏
　

吉
田
典
義
　
草
野
興
二
　
荒
木
良

二
　
荻
原
政
雄
　
川
名
衛
　
小
川
正
一
　

大
澤
善
信
　
尾
崎
義
一
　
高
井

敬
時
　
杉
山
定
夫
　
前
田
寿
美

〔
私
学
教
育
功
労
〕

《
私
学
振
興

功
労
者
》

川
ロ
ウ
ェ
ノ

〔
社
会
福
祉
功
労
〕
《
社
会
福
祉

団
体
功
労
者
》
百
目
鬼
喜
一
《
民

生
委
員
・
児
童
委
員
》
田
口
富
藏
　

有
川
三
郎
　
浅
香
専
平
　
阿
出
川

誠
一
　
水
野
了
勝
　
小
林
勇
太
郎
　

高
橋
末
次
郎
《
保
護
司
》
佐
伯

堅
城
　
宇
田
川
元
迪
　
池
原
賢
盛
　

加
藤
量
晃
　
畏
谷
部
安
司
　
伊
藤
春

雄
　
鎌
田
泉
　
龠
谷
正
秀

〔
社
会
生
活
功
労
〕
《
社
会
生
活

事
業
功
労
者
》
飯
沼
文
子

〔
公
衆
衛
生
功
労
〕
《
公
衆
衛
生
事

業
功
労
者
》

齊
藤
達
雄

《
保

健
医
療
事
業
功
労
者
》

阪
本
佳
二

〔
農
商
工
業
功
労
〕
《
農
業
振
興

功
労
者
》
鵜
飼
三
郎
　
西
山
岩
吉
《
商

業
振
興
功
労
者
》

大
室
武
一

佐
藤
忠
男
　
石
川
辰
次
　
飯
塚
房

雄
　
田
村
政
次
郎
　
市
川
吉
三
郎
　

荻
野
行
雄
　
岩
田
圧
冶

《
工
業
振

興
功
労
者
》

春
田
余
咲
　
川
村
三

平
　
酒
井
省
三
　
野
口
松
五
郎
　
大

映
幹
男

〔
建
設
功
労
〕
《
区
画
整
理
事
業

功
労
者
》
矢
萩
三
憮
三

〔
社
会
教
育
功
労
〕
《
社
会
教
育

事
業
功
労
者
》
吉
田
三
郎
　
羽
住

き
み
子
　
佐
藤
サ
ハ
《
文
化
事
業

功
労
者
》

後
藤
都
一
　
麻
生
直
　

齊
藤
亥
之
助
　
野
口
五
郎
　
山
崎
了

昭
　
庄
子
誠
《
体
育
事
業
功
労
者
》

児
玉
正
次
　
片
岡
達
次
郎
　
高
谷

正
雄
　
児
矢
野
操
　
長
谷
部
堺
　
竹

内
唯
雄
　
滝
井
正
彦

昭
和
五
十
七
年
度

足
立
区
功
労
者
表
彰

〔
自
治
功
労
〕
《
区
議
会
議
員
》

榊
原
茂
　
竹
ノ
下
賢
夫
　
八
田
正
和
　

向
後
昭
三
　
中
川
外
行
《
区
政
功

労
者
》
小
鳥
重
次
　
加
藤
芳
太
郎
　

伊
藤
巌
《
行
政
委
員
》
石
鍋
嘉

一
郎
　
消
防
団
　
槫
林
一
雄
　
雨
閭

秀
浩
　
山
崎
十
希
男
　
田
村
茂
夫
　

須
賀
進
　
角
田
光
造
　
横
円
定
男
　

藤
波
昇
　
増
田
良
昭
　
山
田
陽
彦

《
町
会
・
自
冶
会
長
》
井
上
留
太
郎
　

清
水
二
郎
　
吉
岡
林
造
　
田
中
武
雄

星
野
光
明
　
鳥
海
艮
昨

〔
統
計
功
労
〕

鈴
木
源
造
　
鈴
木

寤
代
子
　
野
田
膺
治
　
宇
佐
美
宏
　

清
水
ト
ヨ
　
志
村
勇
　
本
多
電
光
　

松
田
輝
子
　
中
嶋
幹
郎
　
吉
田
随
太

郎
　
大
箕
芳
雄
　
大
谷
万
夫
　
根
本

繁
　
相
原
貞
造
　
小
宮
友
一
　
井
熊

寓
八
郎
　
寒
野
登
代
冶
　
老
田
穰
　

加
藤
森
藏
　
伊
藤
清
美

〔
納
税
功
労
〕
倉
又
俊
雄
　
附
介

嶽
男

〔
区
立
学
校
教
育
功
労
〕
《
教
育

功
労
者
》
原
田
敵
　
多
田
進
　
田

中
康
嗣
《
P
T
A
会
長
》
津
村

武
　
梅
崎
博
之
《
学
校
保
健
衛
生

功
労
者
》
海
老
原
利
夫
　
富
井
虞

明
　
菅
田
富
久
　
鈴
木
勇
幸
　
小
暗

貞
夫
　
田
島
静
江
　
持
田
善
雄
　
茂

木
昇
　
高
橋
久
榮
　
僅
友
慎
一
　
鈴

木
志
賀
子
　
鸚
淑
蘭
　
朝
蔭
武
司
　

米
澤
智
恵
子
　
山
本
實
　
野
原
彰
　

大
賀
正
巳
　
飯
野
一
夫
　
三
上
彷
和
　
大

住
英
世
　
花
田
實
　
小
川
百
合

子
　
僑
本
章
純
　
滝
沢
伸
行
　
中
島

正
行
　
杉
浦
英
二
　
徳
川
文
彦

〔
私
学
教
育
功
労
〕
《
私
学
振
興

功
労
者
》

小
林
見
専

〔
社
会
福
祉
功
労
〕
《
社
会
福
祉

団
体
功
労
者
》
高
橋
慱
　
喜
多
村

冶
郎
　
吉
大
熊
濫
雄
　
河
内
カ
ネ
《
民

生
委
員
・
児
童
委
員
》
岡
村

廣
雄
　
告
田
金
子
　
昼
間
又
藏
　
小

官
山
サ
ク
イ
　
木
村
ミ
ツ
イ
　
闘
口

富
美
代
　
官
本
英
一
郎
　
堀
江
靜
坊
　

中
村
太
古
《
保
護
司
》
扁
合

千
枝
子
　
塙
丑
之
助
　
田
村
大
四
肱

上
村
克
己
　
柚
木
勝
　
下
田
直
和

浅
賀
政
冶
　
西
村
美
智
子
　
木
村

繁
吉
　
関
谷
正
春
　
加
藤
佳
正

〔
社
会
生
活
功
労
〕
《
社
会
生
盾

事
業
功
労
者
》
飯
島
松
冶
　
蛯
名

寤
代
人
　
雨
宮
艾
藏
　
古
谷
一
男
　

田
口
君
子
　
販
塚
通
　
山
本
き
く
　

椎
原
ふ
く
　
葛
原
き
よ
　
浅
井
ナ
ッ

子
　
北
村
京
子
《
防
犯
事
業
功
労
者
》

吉
岡
権
右
衛
門
　
《
交
通
安

全
事
業
功
労
者
》

今
井
福
松
　
森

蔗
吉
　
原
正
章

《
環
境
保
全
功
労

者
》

角
田
喜
次
郎
　
船
津
金
松

〔
公
衆
衛
生
功
労
〕
《
公
衆
衛
生

事
業
功
労
者
》
新
井
正
冶
《
保
健

医
療
事
業
功
労
者
》

木
津
隆
志

石
井
竹
善
　
花
崎
豊
　
児
玉
正
義

熊
田
正
磯
　
漢
達
郎
　
堋
江
み
よ

子
　
茂
澤
さ
た
子
　
西
澤
い
と
　
中

鳥
ツ
ネ
　
眞
島
キ
ク
ヱ
　
加
藤
國
次

森
田
竹
次
郎
　
齊
藤
忠

〔
農
商
工
業
功
労
〕
《
農
業
振
興

功
労
者
》
横
山
新
之
亟
　
牛
込
力

藏
　
小
金
井
良
致
　
石
鍋
茂
一
　
佐

久
間
助
次
郎
　
谷
古
宇
勝
雄
　
芦
川

喜
藏
　
内
田
元
一
郎
　
寺
嶋
隆
膺
　

新
井
規
由
《
商
業
振
興
功
労
者
》

近
藤
一
夫
　
市
川
安
二
郎
　
鈴
木

徳
三
郎
　
宮
崎
誠
二
　
安
藤
茂
　
大

久
保
忠
成
　
宮
原
政
雄
　
小
官
春
霖
　

石
鍋
惣
三
郎
《
工
業
振
興
功
労
者
》

木
曽
要
一
郎
　
鈴
木
好
夫
　

阿
久
津
照
司
《
実
業
精
励
功
労
者
》

齋
藤
政
英
　
長
谷
川
秀
雄
　

二
瓶
彌
　
後
藤
武
俊
　
春
田
隆
　
春

印
良
冶
　
田
中
漓
造
　
矚
野
清

〔
社
会
教
育
功
労
〕
《
社
会
教
育

小
業
功
労
者
》
石
塚
一
枝
　
時
山

政
昭
　
鶴
見
義
孝
　
連
峰
富
士
男
　

佐
藤
敏
男
　
楠
本
憲
吉
《
文
化
事

業
功
労
者
》
眞
海
徳
太
郎
　
金
子

や
ま
《
体
育
事
業
功
労
者
》
洞

下
建
夫
　
青
木
謙
之
　
岡
田
起
樹
　

新
井
敏
雄
　
森
田
芳
雄
　
原
島
久
武
　

中
山
勝
　
磯
田
敏
雄
《
文
化
財

保
護
功
労
者
》
羽
円
柴
太
　
勝
山

単
四
郎

〔
人
命
救
助
〕
井
上
力
　
天
津
純

一
　
天
津
昌
雄
　
石
川
喜
一
郎
　
根

本
保
雄
　
佐
々
木
信
義
　
向
正
治
　

本
山
辰
雄
　
吉
田
守
三
　
布
澤
孝
　

鳥
田
哨
則
　
明
道
正
和
　
中
村
一
也
(

敬
称
略
)

《
注
・
氏
名
は
原
則
と
し
て
常
用
漢

字
・
人
名
漢
宇
を
使
用
》

悩
み
ご
と

心
配
ご
と
の
相
談

最
寄
り
の

福
祉
事
務
所
へ

□
母
子
家
庭
の
方

相
談
　
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
か
か

え
て
い
る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の

問
題
、
児
童
の
就
学
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、
事
業
開
始
・
継
続

賢
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職
・
就

学
支
度
金
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て

貸
付
け
ま
す

母
子
寮
　
生
活
環
境
を
変
え
て
児
童

を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の
方
に

母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
急
に
宿
泊
先
の
な
く
な
っ

た
母
子
に
、
一
時
的
な
宿
所
を
提

供
し
生
活
相
談
に
心
じ
る
、
一
時

保
護
所
も
あ
り
ま
す

母
子
休
養
事
業
　
十
か
所
の
国
民
宿

舎
を
年
一
回
、
一
泊
二
日
に
限
り

無
料
で
利
用
で
き
ま
す

介
護
人
派
遣
　
病
気
で
児
童
の
世
話

に
困
っ
た
と
き
、
介
護
人
を
派
遣

し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か

じ
め
対
象
家
庭
と
し
て
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す

□
ご
婦
人
の
方

相
談
　
夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
か
ら

逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る

婦
人
、
そ
の
他
、
複
雑
な
問
題
ぞ

か
か
え
て
お
困
り
の
婦
人
を
対
象

に
、
相
談
に
応
し
て
い
ま
す

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
上
な
ん
ら
か
の
障
害
の
あ
る

万
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
司
が
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具
や
更

生
医
療
の
給
付
な
ど
、
身
体
障
害
者

の
福
祉
に
つ
い
て
の
相
駿
に
応
じ
て

い
ま
す
。

□
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
こ
と
で
お

困
り
の
方

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
の
た
め

に
援
護
施
設
へ
の
入
所
、
『
愛
の
手

帳
』
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

職
員
か
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
老
人
の
方

老
人
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
、

老
人
禰
祉
指
導
主
澎
が
老
人
ホ
ー
ム

人
所
、
老
人
家
庭
奉
仕
貝
の
派
4
、

日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
生
活
保
護

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
働
け
な

く
な
り
、収
入
が
減
っ
た
た
め
生
活

費
や
医
療
費
に
お
困
り
の
方
に
は
、

生
活
保
護
の
制
度
か
あ
り
ま
す
。

相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
土
噌
日

は
正
午
ま
で
)

□
児
童
相
談

児
童
福
祉
司
か
子
供
の
し
つ
け
、

養
育
、
障
害
児
な
ど
、
子
供
の
問
題

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
　
各
福
祉
事
務
所
と
も
毎
週

月
・
木
曜
日
の
午
前
中

□
家
庭
相
談

家
庭
相
談
員
は
、
家
庭
内
の
悩
み

ご
と
な
ど
の
聞
き
役
、
相
談
相
手
で

す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
一
緒
に
考
え
ま
し
I
つ
。

相
談
日
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の

午
後
一
時
丿
五
吟

□
ろ
う
あ
者
の
方

手
話
通
訳
者
が
、
ろ
う
あ
者
の
方

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い

日
時
・
場
所
　
▼
毎
月
第
一
木
曜
日
…

足
立
福
祉
事
務
所
(
　
八
八
八

上
三
四
一
)
▼
毎
月
第
二
木

噌
日
…
中
部
福
祉
事
務
所
(
　
八

八
九
I
一
四
八
こ
▼
毎
月
第

三
木
曜
日
…
東
部
福
祉
事
務
所

(
　
六
〇
五
F
七
一
〇
五
)
▼
毎

月
第
四
木
曜
日
…
西
部
福
祉
事
穆

所
(
　
八
九
七
一
五
〇
コ
)

▼
毎
月
第
四
月
曜
日
…
北
部
福
祉

事
務
所
(き
八
八
三
上
(
八
〇
〇
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
一
時
か

ら
四
時
ま
で
で
す
。

◎
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、
い
ず

れ
も
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
へ
。

支
給
基
準
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
の

高
額
療
養
費

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

か
、
三
万
九
千
円
か
ら
次
の
よ
う
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
、

▽
昭
和
五
十
七
年
九
月
診
療
分
か
ら

十
二
月
診
療
分
…
四
万
五
千
円

▽
昭
和
五
十
八
年
一
月
診
療
分
以
降
…

五
万
千
円

※
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
方
(
六

十
五
歳
以
上
の
稷
た
き
り
老
人
を
含

む
)
、
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
三
万
九
千
円
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
課

保
険
給
付
係
へ
。

該
当
し
て

い
ま
せ
ん
か

児
童
・
特
例
給
付
・
児
童
育
成
手
当

あ
な
た
は
、
こ
の
手
当
に
骸
当
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
手
当
に
該
当
し
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

ご
自
身
で
申
謂
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
を
行
わ
な
い
限
り

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
得
制
限
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
(
国
制
度
)
…
区
内
に
住

所
が
あ
り
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

発
二
人
以
上
扶
養
し
、
そ
の
三
人

目
以
降
の
児
童
の
う
ち
、
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
に
支
給

特
例
給
付
(
国
制
度
)
…
住
所
、児

童
の
条
件
は
同
じ
で
す
が
、
厚
生

年
金
等
(
厚
生
年
金
、
私
立
学
校

共
済
、
団
体
職
員
共
済
等
)
に
加

入
し
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
で

支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
方
で
、
特

例
給
付
の
所
得
限
度
内
で

あ
れ

ぱ
、
児
童
手
当
に
準
じ
て
支
給
。

な
お
、申
謂
に
は
、年
金
加
人
証

明
書
、
ま
た
は
年
金
手
帳
の
写
し

等
を
添
付
し
ま
す

児
童
育
成
手
当
(
区
制
度
)
…
区
内

に
住
所
か
あ
り
、
次
の
手
肖
種
別

に
該
当
の
方
に
支
給

①
育
成
手
当
…
義
務
教
育
終
了
前
の

次
の
状
態
に
あ
る
児
童
▼
父
ま

た
は
母
が
死
亡
▼
父
ま
た
は
母

か
生
死
不
明
▼
父
ま
た
は
母
に

一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
▼

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
(
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
を

除
く
)

▼
父
母
か
離
婚

▼
父

ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
一
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
y

父
ま
た

は
母
が
重
度
の
障
害
(
身
体
障
害

者
手
帳
一
・
二
級
程
度
)

②
障
害
手
当
…
二
十
歳
未
満
で
心
身

に
障
害
か
あ
り
、次
の
い
ず
れ
か

に
骸
当
す
る
児
童
▼
精
神
薄
弱

で
「愛
の
手
帳
」一
I
二
度
▼

身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

一
・
二
級

▼
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は

進
行
性
筋
萎
縮
症

所
得
制
限
額
　
上
表
の
と
お
り

手
当
額
　
上
表
の
と
お
り

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

十
月
期
支
払
分
(
六
月
～
九
月
)

の
、
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児
童

育
成
手
当
金
は
、
受
給
者
自
身
で
指

定
し
た
金
融
機
関
の
預
金
口
座
に
、

十
月
十
二
日
(
火
)
に
振
り
込
み
ま

す
。
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

所得制限額( 昭和56年中の所得)

手当額( 月額)

勤
労
青
少
年
寮
の

入
寮
者
募
集

申
込
資
格
　
▼
十
五
歳
以
上
二
十

八
歳
未
満
の
単
身
男
子
の
方

▼
都
内
の
中
小
企
巣
に
動
拐

し
、
申
込
日
前
三
ヵ
月
の
平
均

月
収
が
十
五
万
円
以
下
の
方

入
寮
可
能
人
員
　
若
千
名
(
抽
選
)

寮
の
所
在
地
　
千
住
桜
木
二
上

五
一
一
一
一
〇
一

使
用
料
　
月
額
四
千
七
百
円

※
そ
の
他
、
電
気
代
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
動
労
福
祉
係

募
集
し
て
い
ま
す

都
営
住
宅
新
築
・
あ
き
家

都
営
住
宅
の
東
京
都
全
体
の
募

集
を
、
十
月
七
日
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、新
築
は
一
種
と
二
租
、あ

き
家
は
一
租
だ
け
で
す
。ま
た
、十

月
下
旬
の
都
営
住
宅
地
元
割
当
の

足
立
区
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
(
十
月
七
日
ま
で
受
付
け
)

の
募
集
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係

ご

存
知
で

す

か

検
察
審
査
会
制
度

検
察
審
査
会
と
は
、
遇
挙
人
名

輝
を
も
と
に
広
く
国
民
の
中
か
ら

く
じ
で
選
ば
れ
た
検
察
審
査
貝

が
、
い
わ
ぱ
民
間
人
の
代
表
と
し

て
検
察
官
の
仕
事
の
や
り
方
今
審

査
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
二
百
七

か
所
に
あ
り
、
検
察
審
査
員
は
六

か
月
ご
と
に
交
替
し
ま
す
。
今
年

も
、
翌
年
度
の
検
察
審
査
員
の
選

定
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
が
、

選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
選
ぱ
れ
た

検
察
審
査
員
の
侯
補
者
の
お
宅
へ

伺
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
遇
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
。

社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

お
年
寄
り
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
志
す
方
に
、
お
年
寄
り
の

心
理
や
介
護
の
仕
方
な
ど
を
行
い

ま
す
。

日
時
　
十
月
十
二
日
・
十
五
日
・
二
　

十
二
日
・
二
十
九
日
(
計
四
回
)

午
後
一
時
～
三
時
三
十
分

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　
五
十
名

費
用
　
無
料

対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
に
関

心
の
あ
る
方
、
そ
の
他
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方

内
容
　
講
演
と
実
技

申
込
・
問
合
せ
先
　
社
会
福
祉

協
議
会
(
　
八
八
八
-
一
五
五

〇
)
、ま
た
は
足
立
老
人
ホ
ー
ム
(

　
八
八
三
-
七
九
四
六
)

□
友
愛
訪
問
員
を
ご
存
知
で
す
か

区
内
に
住
む
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の

老
人
や
老
人
世
帯
の
家
庭
を
訪
問

し
、
良
き
話
し
相
手
、
相
談
相
手

と
な
り
身
近
な
お
世
話
を
し
て
、

お
年
寄
り
の
さ
び
し
さ
を
和
ら
げ

る
と
と
も
に
、
安
否
の
確
露
に
心

が
け
て
く
れ
る
方
を
い
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
協

議
会
　
八
八
八
-
一
五
五
〇
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足
立

区
郷
土
芸
能
大
会

区
か
誕
生
し
て
五
十
年
。そ
の
区

に
卿
土
芸
能
保
存
会
が
生
ま
れ
て
五

年
に
な
り
ま
し
た
。
足
立
区
古
来
の

伝
統
と
郷
土
色
を
守
る
人
々
が
集
ま

っ
て
、
郷
土
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま

す
。皆

さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
一

時
三
十
分
開
演

場

所
　

竹

の

塚

壯

会

教

育

館

費

用
　

無

料

出

演

団

体
　

▽

大

鷲

会

・

江

戸

あ

だ

ち

太

鼓

▽

大

鷲

神

社

お

囃

子

連

▽

蒲

原

囃

子

保

存

会

▽

神

田

囃

子

睦

会

▽

鳥

根

ぱ

や

し

連

中

▽

花

畑

大

鷲

神

社

獅

子

舞

保

存

会

▽

柳

原

箕

輪

囃

子
連

▽
高
野
箕
濃
か
谷
囃
子
保

存
会

問
合
せ
先
　
文
化
係

お
母
さ
ん
の
た
め
の

や
さ
し
い
理
科
教
室

本
来
、最
も
楽
し
い
科
目
で
あ
る

理
科
の
勉
強
か
、子
ど
も
に
と
っ
て

も
、親
に
と
っ
て
も
む
す
か
し
く
感

じ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
に
や
さ
し
い
実
験
を
通

じ
て
、
理
科
の
楽
し
さ
と
神
秘
さ
を

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
▽
十
月
二
十
日
…
午
前
九
時

三
十
分
～
正
午
、
午
後
一
時
三
卜

分
～
四
時
▽
十
一
月
十
日
…
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時

定
員
　
各
回
百
名

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
宵
セ
ン
タ
ー

　
八
五
〇
-
八
八
〇
一

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

子
ど
も
は
、
子
ど
も
会
の
中
で
多

く
の
遊
び
仲
間
を
つ
く
り
成
畏
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
会
で
は
、

若
い
力
、
青
年
の
リ
ー
ダ
ー
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

今
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
方
、
や
っ
て
み
よ
う
と
意
欲
の

あ
る
方
の
た
め
の
研
修
で
す
。

日
時
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
卜
八
歳
～
三

十
歳
の
方

場
所
　
青
年
館
(
合
宿
、
実
習
を
除

く
)

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
、
交
通
費
、

食
費
は
実
賢
)

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
十
月
二
十
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

ヤン グリーダー研修会

研修期間中、子ども会での実習があります

第
三
十
三
回

珠
算
競
技
大
会

日
時
　
十
月
三
十
一
日
(
口
)
午
前

八
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
小
学
校
体
宵
館

種
目
　
総
合
、読
上
算
、続
上
暗
算

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
学
・
在

動
の
方
(
小
・
中
学
生
は
、
学
校

か
珠
算
塾
で
団
体
き
加
、高
校
生
・

一
般
は
、
佃
人
参
加
)

申
込
期
限
　
十
月
十
二
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

出
場
グ
ル
ー
プ
募
集

足
立
区
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

今
年
は
、
区
制
五
十
周
年
を
記
念

し
、
区
内
小
・
中
・
高
校
生
や
地
域

の
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
参
加
す
る
「
第

十
一
回
足
立
区
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
ニ
ト
七
口
(
土
)
午

後
一
時
か
ら

場
所
　
文
化
会
館

対
象
　
▼
第
一
部
門
(
小
学
生
)

▼
第
二
部
門
(
中
学
生
)

▼
第

三
郎
門
(
一
般
・
高
校
生
)

演
奏
曲
目
　
曲
月
は
自
由
。
曲
数
は

二
曲
以
内
と
し
、
出
退
場
含
め
て

七
分
以
内
と
す
る
(
原
則
と
し
て
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
付
ま
た
は
無
伴
奏
の

も
の
)

表
彰
　
郎
門
別
に
審
査
し
、賞
状
と

記
念
品
を
授
与
、参
加
者
に
参
加

賞
を
贈
呈
し
ま
す

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
(
文
化
係

に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
し
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
十
月
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係

青
年
文
化
教
室

科
目
・
期
間
　
▼
人
形
劇
科
…
十
月

二
上
日
乙
一
月
十
日
の
毎
週
木

曜
日
(
全
十
五
回
)
▼
料
理
科
…

十
月
二
十
三
日
～
二
月
十
九
日

の
毎
週
土
曜
日
(
全
十
五
回
)

※
両
科
目
と
も
入
門
コ
ー
ス
。年
末

年
始
は
休
み
。

時
間
　
両
科
と
も
、
午
後
六
時
三
十

分
～
八
時一
こ
十
分

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
三
十
歳

以
下
の
方

定
員
　
▽
人
形
劇
科
…
二
十
名
▽

料
理
科
…
四
十
名

費
用
　
無
料
(
教
材
費
実
費
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、希
望

抖
目
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を
明
記

の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
卜
月
十
二
日
(
当
日
消

印
有
効
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館

(
〒
1
2
3
西
新
井
一
-
四
-
一
七

八
九
〇
一
一〇
〇
六
一
)

花
畑
セ
ン
タ
ー

□
冷
凍
食
品
を
お
い
し
く

日
時
　
十
月
二
十
九
口
(
金
)
午
後

一
時
～
四
時

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
五
百
円
(
材
料
費
)

申
込
方
法
　
費
用
を
添
え
て
、
直
接

窓
口
へ

□
肌
じ
ゅ
ば
ん
を
作
り
ま
せ
ん
か

日
時
　
十
月
十
九
日
・
二
十
六
日
、

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

定
員
　
二
十
名
(
先
着
順
)

持
ち
物
　
さ
ら
し
三
・
五
㍍
、
も
の

さ
し
、
は
さ
し
、
裁
縫
週
具
、
糸
(

カ
ン
タ
ン
糸
三
十
番
)

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
へ

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、花
畑
セ
ン

タ
ー

　
八
五
〇
上
一
六
一
七

将
棋
大
会

日
時
　
十
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前

九
時
～
午
後
五
時

場
所
　
動
労
福
祉
会
館

対
象
　
一
般
動
労
の
方

定
員
　
七
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

対
戦
方
式
　
佃
人
峨
(
実
力
に
応
じ
、二

ク
ラ
ス
に
分
け
、
各
自
四
回
峨

対
戦
方
式
)

表
彰
　
各
ク
ラ
ス
一
位
～
四
位
ま
で

賞
品
、
参
加
者
に
参
加
賞

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
　
卜
月
十
五

※
な
お
、
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
動
力
福
祉
会
館

八
四
〇
-
二
五
二
五

新
東
京
百
景
に

西
新
井
大
師
が
選
ば
れ
る

都
で
は
、
「都
民
の
日
」制
定
三

十
周
年
を
記
念
し
て
、新
東
京
百

燉
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、区
内
か

ら
は
西
新
井
大
師
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
《
経
済
課
》

ひろば
□
だ
ん
ご
寄
席

日
時
　
十
月
十
五
日
(
金
)
午
後
六

時
～
九
時

場
所
　
第
五
中
学
校
体
青
館

費
用
　
大
人
・
八

百
円
、
小
人
上
(

百
円

出
演
者
　
三
遊
亭
円
窓
ほ
か

申
込
期
限
　
十
月
十
四
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
横
川
　
八
五

四
-
三
六
五
三
(
午
後
六
時
三
十

分
～
九
時
)

□
青
年
の
集
い
(
集
団
見
合
い
)

日
時
　
十
一
月
七
日
(
日
)
午
前
九

時
～
午
後
三
時

場
所
　
心
身
障
客
福
祉
セ
ン
タ
上
二

階
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
ホ
ー
ル

費
用
　
五
百
円

申
込
期
限
　
十
月
二
十
五
日

問
合
せ
先
　
身
体
陣
害
者
福
祉
協
会

(
百
目
鬼
)
　
八
八
三
-
三
七
五
四

□
軍
人
軍
属
で
恩
給
を
受
給
さ
れ
て

い
な
い
方
へ

本
年
度
の
予
算
で
総
理
府
に
予
算

か
計
上
さ
れ
、
民
間
有
識
者
に
よ
り

鋭
意
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
答
申
を
有
額
回
答
に
す
る
た

め
東
京
都
軍
属
恩
給
欠
格
者
連
盟
を

組
廠
し
、
足
立
区
に
支
都
桔
成
の
準

備
中
で
す
。

入
会
希
副
者
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
会
・
問
合
せ
先
　
軍
人
耳
属
恩
給

欠
格
者
連
盟
足
立
区
股
立
準
備
会
(

荒
井
)
　
八
八
七
-
二
八
九
七

□
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
会
員
募
集

区
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
会
員
は
、
後

金
楽
園
、
池
袋
、
品
川
、
高
砂
、
松
戸
、

新
松
戸
の
ス
ケ
ー
ト
場
を
割
引
料
金

で
利
用
で
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
。

費
用
　
年
間
五
百
円
(
小
学
生
以
下

三
百
円
)

入
会
・
問
合
せ
先
　
ス
ケ
ー
ト
連
盟

八
八
一
-
九
〇
六
五

□
街
頭
不
動
産
無
料
相
談
所

不
助
産
取
引
事
故
等
防
止
の
た
め

助
言
、
指
導
、
苦
情
等
の
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
二
日
(
火
)
午
前
十

時
～
午
後
四
時

場
所
　
ニ
チ
イ
西
新
井
店
前

□
煎
茶
道
講
習
会

日
時
　
十
月
二
十
三
日
・
二
十
五
日

午
前
十
一
時
、午
後
二
時
・
四
時
・

六
時
(
計
八
回
)

定
員
　
各
回
十
名

費
用
　
五
百
円

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
笹
内

(
梅
田
八
-
一
二
-
一
〇
-
八
〇

九

　
八
四
九
-
七
〇
九
八
)

□
ポ
プ
ラ
山
の
会
(
バ
ス
ハ
イ
ク
の

お
知
ら
せ
)

日
時
　
十
月
十
六
日
～
十
七
日
(
夜

行
日
帰
り
)

場
所
　
喘
鳴
山
(
奥
秩
父
)

定
員
　
四
十
名

費
用
　
六
千
円
(
高
校
生
以
上
)
、

三
千
円
(
小
・
中
学
生
)

申
込
期
限
　
十
月
十
四
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
く
さ
な
ぎ
　

八
八
七
-
四
二
二
一
(
午
後
八
時

～
十
時
)

募
集
し
ま
す

「ひ
ろ
ば
」欄
の
カ
ッ
ト
を

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
r

。楽
し
い
カ
ッ
ト
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。
遺
宜
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。

送
付
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
〒
1
2
0
千
住
一
-
四
-
一
八
)

投
稿
規
定

▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
川
く
だ
さ
い

▼
(

ガ
キ
ま

た
は
封
魯
で
百
四
十
字
以
内

▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
富

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前

▼
掲
職
後
の
責
任
は・負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
1
2
0
千
住
一
-
四
-

一
八
)

就

学

時

健

康

診

断

来
年
四
月
に
入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
健
康
診
断
を
、各
学
校
に
お

い
て
実
施
し
ま
す
。通
知
一
(
十

月
十
四
日
発
送
予
定
)
に
指
定
さ

れ
た
日
時
に
忘
れ
ず
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
人
で
区
立
小
学
校

に
入
学
を
希
望
す
る
方
で
、
ま
だ

申
謂
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
子

さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書
と
印

か
ん
を
持
参
し
、
学
事
係
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
学
校
保
健
係
ま
た
は

学
事
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
た
め
に
(
5
)

前
回
に
続
い
て
答
申
の
前
文
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
す
と
、

「
結
婚
や
就
畷
に
当
っ
て
の
国

民
の
理
解
は
進
ん
で
き
た
も
の

の
、
同
和
閥
題
が
国
民
的
課
閣
で

あ
る
と
い
う
認
噸
は
い
ま
だ
徹
底

せ
ず
、
同
和
関
係
者
の
人
生
の
門

出
で
あ
る
べ
き
結
婚
や
就
職
等
に

際
し
て
の
差
別
は
残
念
な
が
ら
依

然
と
し
て
跡
を
絶
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
」

と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
要
約
し
ま
す
と
、

〇
施
策
の
実
施
に
よ
り
一
定
の
成

果
は
み
ら
れ
、
国
民
の
理
解
も
高

ま
っ
た
が
、
未
徹
底
で
あ
る

○
幾
つ
か
の
問
題
点
が
解
決
を
困

難
に
し
て
お
り
、
相
当
の
男
力
と

国
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

〇
同
和
地
区
の
改
善
整
備
事
業
は

ま
だ
数
年
分
の
事
業一
か
あ
る

〇
結
婚
や
就
職
に
当
っ
て
の
差
別

が
残
っ
て
い
る

な
ど
で
、こ
れ
を
う
け
て
「
地

域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
制
定

へ
の
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

同
和
問
題
を
一
日
も
早
く
解
決

す
る
た
め
に
は
、
新
ら
し
い
法
律

を
理
解
す
る
こ
と
か
大
切
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
「
地
域
改
善
対
策
特

別
措
置
法
」(
新
法
)
と
「
同
和

対
策
事
葉
特
別
措
一
法
」(
旧
法
)

と
の
相
違
点
を
中
心
に
、
新
法
の

重
要
な
佃
所
を
順
を
追
っ
て
あ
け

て
み
ま
す
。

ま
ず
、旧
法
か
十
一
条
か
ら
な

っ
て
い
た
の
に
対
し
、
新
法
は
五

条
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
条
は
、
法
の
目
的
を
述
べ

て
お
り
、
旧
法
と
基
本
的
な
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
旧
法
第
五
条
に
あ
っ
た

旧
法
の
目
標
が
今
回
は
本
文
の
中

に
と
り
こ
ま
れ
る
一
方
、
旧
法
第

六
条
で
は
佃
々
に
述
べ
ら
れ
た
施

策
か
、
「
政
令
で
定
め
る
事
項
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
法
五
条
の
目
標
で

、

▽
生
活
環
境
の
改
善

▽
産
業
の
振
興

▽
職
葉
の
安
定

▽
教
育
の
充
実

▽
人
権
擁
護
活
助
の
強
化

▽
社
会
福
祉
の
増
進

な
ど
が
新
法
に
取
り
こ
ま
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
が
、
生
活
の
安
定

向
上
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
開
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

発売中です
足 立区町 名の

うつりかわり

区
で
は
、区
制
五
十
周
年
紀
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
「足
立
区
町
名
の
う
つ
り
か

わ
と
(
新
一
判
)
を
発
行
し
ま
し
た
。

足
立
区
の
町
名
の
由
来
・
変
遷
の
参
考

資
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
　
六
百
円

頒
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課

問
合
せ
先
　
僅
居
表
示
係

昭
和
五
十
八
年
四
月
入
園
の

幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

区
立
幼
稚
園

募
集
す
る
園
　
▽
関
屋
幼
稚
園
…

千
住
関
屋
町
一
六
-
一
(
千
寿

第
八
小
学
校
内
)
　
八
八
八
-

一
五
八
九

▽
元
宿
幼
稚
園…
千
住
桜
木
一
-
一
六

ニ

　
八
八
一
丁

九
四

六
六

▽
江
北
幼
稚
園…
江
北
一
-
二
六
-

九
　
八
九
六
-
二
六
三
一

▽
大
谷
田
幼
稚
園
…
大
谷
田
一
丁
　

一
一

九

六
二
〇
i
七
五
九

一
▽
鹿
浜
幼
稚
園
…
鹿
浜
五
-
二
五

-
一
一
　

八
五
五
-
四
四
四

七
応
募
資
格
　
区
内
在
住
の
四
歳
児

(昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
～

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
生
)
、

五
歳
児
(
昭
和
五
十
二
年
四
月

二
日
～
昭
和
五
十
三
年
四
月
一

日
生
)

受
付
日
時
　
十
一
月
一
日
、二
日
、

四
日
、
午
後
一
時
三
十
分
圭
二

時
三
十
分

受
付
場
所
　
各
区
立
幼
稚
園

選
考
日
時
　
第
一
次
選
考
(
抽
遇
)
…

十
一
月
五
日
(
金
)
に
各
幼

稚
園
で
行
い
ま
す

※
申
込
用
紙
、募
集
要
綱
は
、各

幼
稚
園
、ま
た
は
も
よ
り
の
出
張

所
で
十
月
二
十
八
日
か
ら
配
布
し

ま
す
。な
お
、幼
稚
園
で
の
配
布

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
一
時
か

ら
三
時
ま
で
で
す
。

ご
注
意
　
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
(
受
付
日

時
、
選
考
日
時
は
厳
守
)

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係

私
立
幼
稚
園

願
書
配
布
　
十
月
二
十
日

願
書
受
付
　
十
一
月
一
日
か
ら

受
付
場
所
・
問
合
せ
先
　
各
私
立

幼
稚
園

違
反
建
築
防
止
週
間

全
国
一
斉
に
違
反
建
築
防
止
週

間
(
十
月
十
一
日
～
十
七
日
)
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
区
で
も
、

十
月
十
四
日
に
国
、
都
、
区
が
一

体
と
な
っ
て
違
反
建
築
取
り
締
り

の
た
め
、
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
常
の
監
視
活
助
を

一
層
強
化
し
、
違
反
建
築
工
事
の

早
期
発
見
と
と
も
に
、工
事
停
止
、

そ
の
他
必
要
な
指
示
、
警
告
等
的

確
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先
　
建
築
指
導
課
監
察
担

当

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
民
意
向
調
査

区
内
に
は
、「
土
地
区
画
整
理
事

葉
を
施
行
す
べ
き
区
域
」
と
し
て

指
定
さ
れ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

区
は
、こ
の
地
域
の
街
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
べ
き
か

を
検
討
す
る
た
め
、
住
民
の
皆
さ

ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、調
査
は
区
が
委
託
し
た

調
査
機
関
が
調
査
対
象
地
城
の
お

宅
に
伺
い
ま
す

。

調
査
期
間
　
1
月
八
日
～
二
十
四

調
査
対
象
区
域
　
古
千
谷
一干

四

丁
目
の
一
都
、
神
明
三
丁
目
の

一
都
、花
畑
一
・
二
丁
目
の
一
部

調
査
機
関
　
㈱
都
市
環
境
研
究
所

問
合
せ
先
　
市
街
地
計
画
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区
制
五
十
周
年
記
念

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

保
健
衛
生
相
談
と
食
事
展

日
時
　
十
月
十
四
日
・
十
五
日
、い

ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
ニ
チ

イ
デ
パ
ー
ト
四
階
)

内
容
　
▼
成
人
病
予
防
と
一
腰
(
区

民
健
康
診
断
・
ガ
ン
検
診
の
結
果
、看
護

用
品
の
展
示
)
▼
乳
幼
児

の
発
達
と
玩
具
(
発
達
年
齢
に
あ

わ
せ
た
玩
具
・
手
造
り
玩
具
の
展

示
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
)

▼
歯
の

清
掃
器
具
、
発
育
模
型
、
絵
本
展

示
、
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
指
導

▼
ガ
ン
細
胞
の
パ
ネ
ル
展
示

▼
X
綣
写
裏
の
展
示

▼
貯
水
槽

水
の
衛
生
相
談

▼
食
品
衛
生
相

談
(
台
所
か
ら
見
た
食
品
衛
生
)

▼
家
庭
料
理
の
実
吻
展
示
等

協
力
　
足
立
・
千
住
集
団
給
食
研
究

会
、
栄
養
教
室
絡
了
生
の
会

※
な
お
、み
そ
汁
な
ど
の
汁
も
の
、ジ

ュ
ー
ス
を
持
参
さ
れ
た
方
に
は
、
無

料
で
塩
分
・
楯
分
測
定
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄
養
指
導

担
当
　
八
五
五
-
四
一
五
一

胃
の
検
診

子
宮
が
ん
検
診

検
診
日
・
定
員
　
▼
胃
の
検
診
…
十

一
月
二
日
・
十
一
日
・
十
六
日
・

二
十
五
日
(
各
三
十
五
名
)
い
ず

れ
も
午
前
中
▼
子
宮
か
ん
検
診
…

十
一
月
五
日
・
十
二
日
・
十
九

日
・
二
十
六
日
(
各
三
十
五
名
)
　

い
ず
れ
も
午
後

対
象
　
▼
胃
の
検
診
…
満
三
十
五
歳

以
上
の
区
民
▼
子
宮
が
ん
検
診
…

満
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
い
ず

れ
も
過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
)

検
診
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
▼
胃
の
検
診
…
千
二
百
円

▼
子
宮
が
ん
検
診
…
九
百
円

(
た
だ
し
、生
活
保
霞
世
帯
の
方

は
生
保
の
し
お
り
を
、住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、住
民
税
非
課

税
証
明
書
を
当
日
持
参
す
れ
ば
免

除
さ
れ
ま
す
)

検
診
で
き
な
い
方
　
▼
胃
の
検
診
…

胃
の
手
術
を
し
た
方
や
胃
の
病
気

で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

▼
子
宮
が
ん
検
診
…
生
理
中
の
方

や
生
理
終
了
後
三
日
を
経
過
し
て

い
な
い
方
、
婦
人
科
医
で
治
療
中

の
方

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
胃
の
検

診
、
ま
た
は
子
宮
が
ん
検
診
希
望

と
一
き
、
希
望
検
診
日
、
住
所
、

氏
名
(
ふ
り
か
な
)

、
性
別
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
子
宮
か
ん
検
診
を

受
診
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
受
診
　

日
お
よ
ぴ
番
号
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
ハ
ガ
キ

は
、
い
ず
れ
も
一
人
一
枚
に
限
り

一
枚
の
(
ガ
キ
で
胃
・
子
官
が
ん

検
診
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ

ん
)

申
込
期
限
　
十
月
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

※
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。ま
た
、子
宮
か
ん

検
診
に
限
り
抽
選
に
も
れ
た
方
は
、

区
内
の
産
婦
人
科
医
で
検
診
(
費
用

は
保
健
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
)
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
七
ン
タ
ー
(

〒
1
2
1伊
興
町
前
沼
一
一
五
七
-

六

　
八
五
五
-
四
一
五
一
)

が
ん
予
防
教
室

最
も
や
っ
か
い
な
病
気
と
さ
れ
て

い
る
「
が
ん
」
の
、
早
期
発
見
と
予

防
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
八
日
(
金
)
午
前
十
時

～
正
午

場
所
　
東
和
保
健
相
談
所

内
容
　
▼
知
っ
て
お
き
た
い
「
か
ん
」

の
新
冊
報

▼
乳
が
ん
の
自
己
検

診
法

▼
映
画
(
が
ん
の
予
防
)

費
用
　
無
料

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
和
保
健
相
談

所

　
六
〇
六
―
四
一
七
一

四
十
歳
か
ら
の

女
性
の
健
康
づ
く
り

保
健
栄
養
教
室

日
時
・
場
所
　
▼
十
月
十
三
日
・
二

十
日
・
二
十
七
日…
足
立
保
健
所
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
▼
十

月
十
三
日
・
二
十
日
・
二
十
九
日
…

江
北
保
健
相
談
所
、い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
(
貧
血
検

査
希
望
者
は
午
後
一
時
か
ら
)

内
容
▼
一
日
目
…
若
さ
を
保
つ
栄

養
学
▼
二
日
目
…
う
す
味
と
バ

ラ
ン
ス
食
▼
三
日
目
…
楽
し
く

体
を
動
か
そ
う

費

用
　

無
料
(
希

望

者

に
は

、貧

血

検

査

を

二
百

四

十
円

で

行
い

ま

す
)

問

合
せ

先
　

足

立
保

健
所
(

　

八
五

五
1
四
一
五
一
)
、江
北
保
健
相

談
所
(
　
八
九
六
-
四
〇
〇
四
)

成
人
病
検
診

日
時
　
毎
週
水
昭
日
、
午
前
九
時
～

十
時

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以
上

の
方

検
査
項
目
　
心
電
図
、眼
底
、尿
、血

液
な
ど
二
十
三
項
目
(
胃
・
子
宮
か

ん
検
診
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
八
五
五
-
四
一
五
一

ふ
る
さ
と
再
発
見

千

住

宿

探

訪

日
光
街
道
の
初
宿
と
し
て
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
、千
住
宿
の
面
彫

を
訪
ね
て
、史
跡
敵
歩
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
「足
立
の
史
話
-
日

光
街
遭
を
た
ず
ね
て
」を
執
筆
さ

れ
た
、
勝
山
凖
四
郎
氏
か
、
史
跡

の
案
内
・
解
説
を
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
六
・
二
十
七
日

の
二
回

各
回
と
も
午
前
九
時

三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分

資
格
　
区
内
在
住
の
健
康
な
二
十

歳
以
上
の
方
(
当
日
は
全
コ
ー

ス
徒
歩
で
す
)

費
用
　
無
料
(
昼
食
は
区
で
用
意

し
ま
す
)

定
員
　
各
回
二
十
名
(
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
間
　
十
月
五
日
～
八
日

探
訪
コ
ー
ス
　
畏
円
寺
↓
氷
川
神

社
↓
本
陣
跡
↓
勝
専
寺
↓
鳥
見

屋
敷
跡
↓
(
昼
食
)
↓
源
畏
寺

↓
関
屋
天
満
宮
↓
横
井
童
跡
↓

金
蔵
寺
(
解
敵
)

※
な
お
、当
選
者
の
み
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

さ
し
あ
げ
ま
す

お
売
り
し
ま
す

苗 木

〝み
ど
り
〟は
、私
た
ち
の
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。次
代
を
に
な
う
子
供
た
も
の

た
め
に
も
、失
わ
れ
つ
つ
あ
る
自

然
を
残
す
た
め
、
〝み
ど
り
〟を

ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
区
制
五
十
周
年
配
念
に

ち
な
ん
で
、
次
の
と
お
り
秋
季
緑
化

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

□
苗
木
の
無
料
配
付

区
制
五
十
周
年
記
念
と
し
て
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
里
帰
り
桜
も
配
付
し
ま

す
。

配
付
日
時
・
場
所
　
上
表
の
と
お
り

配
付
対
象

区
内
在
住
の
方

苗
木
の
種
類
・
配
付
本
数
　
▼
き
り

し
ま
つ
つ
じ
(
〇
・
四
㍍
)
二
千

五
百
本

▼
む
く
け
(
〇
・
八
日
)

千
五
百
本

▼
つ
ぱ
き
(
〇
・
四

㍍
)
二
千
本

▼
か
い
ど
う
(
〇
・

六
日
)
二
千
本

▼
う
め
(
〇
・
八

㍍
)
二
千
本

▼
さ
く
ら
(
二
・
五

㍍
)
千
本

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、希
望

す
る
樹
種
(
各
世
帯
一
本
)
、希
望

す
る
受
取
場
所
(
一
か
所
)

、
住

所
、
氏
名
、
一
話
番
号
、
次
期
配

付
希
望
す
る
樹
種
名
を
記
入
の
う

え
、
環
境
保
全
課
緑
政
係
(
〒
1
2
0

千
佳
一
-
四
一
一
八
)
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
各
世
帯
一
枚
に

限
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
十
月
二
十
日
(
必
着
)

□
秋
季
苗
木
即
売
会

日
時
・
場
所
　
▼
十
月
十
九
日
…
し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
▼
十
月
二
十
日

…
末
広
公
園
▼
十
月
二
十
一
日
…

上
沼
田
第
六
号
公
園
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時
(

雨
天
決
行
)

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
緑
政
係

秋
季
北
千
住

植
木
ま
つ
り
開
催

地
元
商
店
街
の
主
催
、区
の
後
援

で
「北
千
住
植
木
ま
つ
り
」を
行
い

ま
す
。

会
場
で
は
、
植
木
な
ど
の
即
売
の

ほ
か
、
緑
の
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
六
日
・
十
七
日
、
い

ず
れ
も
午
後
一
時
～
九
時

場
所
　
北
千
生
サ
ン
ロ
ー

ド
商
店

街
・
千
住
本
町
商
店
街
(
旧
日
光

街
道
)

※
な
お
、両
日
は
交
通
規
制
に
よ
り

車
の
進
入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
緑
政
係

配付日時および場所(小雨決行)

10 月 の

区民 健康診 断

▽
五
日
(
火
)
…
江
北
保
健
相
談
所

▽
六
日
(
水
)
…
鳥
根
小
学
校
、

東

加
平

小

学

校

▽
七
日
(
木
)
…
渕
江

第

一
小

学
校

▽
十
二
日
(
火
)
…
花

畑

酉
小

学
校

▽
十
三
日
(
水
)
…
西

新
井

第

一
小

学

校

、

東
和

保

健
相

談
所

▽
十
四
日
(
木
)
…
花

保
小

学

校

▽

十

九
日
(

火
)

…
西

新
井

小

学
校

▽
二
十
日
(
水
)
…
本
木
東
小
学
校

▽
二
十
一
日
(
木
)
…
入
谷
南
小

学
校

▽
二
十
六
日
(
火
)
…
弘
道
第
一

小
学
校

▽
二
十
七
日
(
水
)
…

竹
の
塚
小
学
校

▽
二
十
八
日
(
木
)
…

加
平
小
学
校

受
付
時
間
　

い

ず
れ

も
、
午
後
一
時
四
十

五
分
～
二
時
四
十
五

分
問
合
せ
先
　
保
健
予
防

係
、足
立
保
健
所
(
　

八
五
五
-
四
一
五
一
)
、
千
住

保
健
所
(
　
八
八
八
一
四
二
七

七
)

掲
示
板

税
務
署
・

都
税
事
務
所
か
ら

の
お
し
ら
せ

□
青
色
申
告
の
お
す
す
め

青
色
申
告
に
し
ま
す
と
、
お
店

の
信
用
が
高
ま
り
、
税
金
面
で
い

ろ
い
ろ
な
特
典
が
受
け
ら
れ
、
ま

た
、
経
倉
の
合
理
化
に
も
役
立
ち

ま
す
。

三
月
十
五
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
す
れ
ば
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
青
色
申
告
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
署
(
　
八

八
八
-
六
二
四
一
)
、西
新
井

税
務
署
(
　
八
四
〇
-
一
一
一
一

)

□
公
給
領
収
書
を
お
忘
れ
な
く

料
理
店
な
ど
で
、
飲
食
代
金
を

お
支
払
い
に
な
る
と
き
は
、
そ
れ

と
ひ
き
か
え
に
、
料
理
飲
食
等
消

費
税
を
お
支
払
い
に
な
っ
た
し
る

し
と
し
て
「
公
給
領
収
証
」
を
お

受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
税
事
務
所
畏
等
が
承

認
し
た
お
店
で
は
、[
私
製
領
収

証
]
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
都
税
事
務
所

八
八
二
-
二
一
一
一

「コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
清
新
」

公
社
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

所
在
地
　
江
戸
川
区
葛
西
沖
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内

交
通
機
関
　
地
下
鉄
東
西
線
西
葛

西
駅
か
ら
徒
歩
約
十
分

募
集
戸
数
　
三
百
二
十
二
戸

構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
十

四
階
建
一
櫟

間
取
り
　
三
D
K
(
和
室
六
畳
・

六
畳
、
洋
室
五
畳
相
当
、
台
所

六
畳
相
当
)

家
賃
(
月
額
)
　
当
初
六
万
二
千

二
百
八
十
円
～
六
万
三
千
四
百

八
十
円
(
十
年
間
傾
斜
家
賃
逓

増
額
、
年
四
千
百
円
)

敷
金
　
本
来
家
一

の
三
か
月
分
相

当
、
二
十
七
万
九
千
百
円
～
二

十
八
万
二
千
七
百
十
円

入
居
予
定
　
昭
和
五
十
八
年
三
月

下
旬

申
込
方
法
　
公
社
所
定
の
往
復
ハ

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
配
入
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
　
十
月
七
日
～
十
五
日

(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
管
理
都
募
集
課
(
〒

1
5
0渋谷
区
渋
谷
一
-
一
六
-
一

四
、
渋
谷
地
下
鉄
ビ
ル
内
　

四
〇
九
-
二
二
六
一
)

区
内
に
モ
デ
ル
地
区

「
び
ん
・
か
ん
収
集
」

十
月
か
ら
開
始

都
清
掃
局
で
は
、限
り
あ
る
埋

立
地
の
寿
命
を
少
し
で
も
先
へ
延

ば
そ
う
と
、現
在
、埋
立
処
分
さ

れ
て
い
る
空
ぴ
ん
・
空
か
ん
を
排

出
時
点
で
再
分
別
し
、ご
み
の
資
源

化
・
減
一
化
を
図
る
た
め
、「
ぴ

ん
・
カ
ン
収
集
」
を
足
立
東
清
掃

事
務
所
管
内
の
三
万
世
帯
を
対
象

に
、
十
月
か
ら
モ
デ
ル
実
施
(
第

一
次
は
約
一
万
六
千
世
帯
を
対
象

に
、
十
月
二
十
五
日
の
月
曜
日
地

区
か
ら
)
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。モ

デ
ル
地
区
の
方
は
、
今
ま
で

分
別
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
い
た
空

ひ
ん
・
空
か
ん
戞
分
別
ゴ
ミ
と
同

じ
収
集
日
・
集
積
所
に
、
空
ぴ
ん

は
「
び
ん
用
コ
ン
テ
ナ
(
黄
色
)
」

に
、
空
か
ん
は
「
か
ん
用
コ
ン
テ

ナ
(
青
色
)
」
へ
週
一
回
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
際
、
か
ら
の
コ
ン

テ
ナ
の
保
管
・
持
ち
出
し
は
、
そ

の
集
積
所
の
住
民
(
責
任
者
)
の
方

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
受
入
れ
業
者
に
持
ち
込

ま
れ
た
「
ぴ
ん
・
か
ん
」の
売
払
い

代
金
は
、各
町
会
・
自
冶
会
ご
と
に

環
元
金
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
モ
デ
ル
実
施
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
地
域
の
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
東
府
掃
事

務
所
(
　
八
八
九
-
〇
七
一
こ

へ
。全

国
防
犯
運
動
実
施

十
月
十
一
日
～
二
十
日

今
回
の
運
動
は
、

▽
侵
入
盗
被
害
の
防
止

▽
少
年
非
行
の
防
止

▽
覚
せ
い
剤
禍
の
追
放

の
三
つ
を
重
点
に
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、各
薯
察
署
へ
。

目
の
愛
護
デ
ー

眼
科
健
康
相
談

日
時
　
十
月
十
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
四
時

場
所
　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
(
プ

ラ
ザ
ナ
ー
ド
)

内
容
　
▼
眼
科
検
診
と
相
談
(
無

料
)

▼
ア
イ
バ
ン
ク
活
助

▼
失
明
防
止
P
R
等

主
催
・
問
合
せ
先
　
東
京
眼
科
医

会

　
三
五
三
-
八
三
八
三

都
立
駒
込
病
院

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

職
種
　
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護

婦
、
作
業

賃
金
　
看
護
婦
七
千
百
円
、准
看
護

婦
五
千
五
百
円
、
作
業
三
千

五
百
円
(
い
ず
れ
も
、
日
額
・

税
込
)

募
集
人
員
　
若
干
名

※
な
お
、
看
護
婦
は
正
規
職
員
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
駒
込
病
院
看

護
科

　
八
二
三
上

二

〇
一

新
し
い
電
話
帳
を

お
届
け
し
ま
す

電
電
公
社
で
は
、十
月
初
旬
か

ら
新
し
い
「五
十
音
別
電
話
帳
」
、

「職
業
別
電
話
帳
(
生
活
編
)
」
、
「

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
東
京
」を
お

届
け
し
ま
す
。

な
お
、い
ら
な
い
場
合
や
欲
し

い
場
合
、ま
た
届
か
な
い
場
合
は

最
寄
り
の
電
話
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

街
頭
・
巡
回
労
働
相
談

働
く
女
性
の
労
働
教
室

□
巡
回
労
働
相
談

日
時
・
場
所
　
▼
十
月
十
三
日
…

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
▼
十

月
二
十
八
日
…
西
新
井
区
民
ホ

ー
ル
、時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
～
四
時

相
談
担
当
者
　
王
子
労
政
事
務
所

□
街
頭
労
働
相
談

日
時
　
十
月
二
十
二
日
(
金
)
午

前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
北
千
住
駅
西
口

相
談
担
当
者
　
足
立
労
働
基
準
監

督
署
、足
立
社
会
保
険
事
務
所
、

足
立
公
共
職
業
安
定
所
等

□
働
く
女
性
の
た
め
の
労
働
教
室

日
時
・
内
容
　
▼
十
月
十
二
日
…

働
く
婦
人
の
権
利
▼
十
月
十

三
日
…
女
性
の
自
立
と
働
き
が

い
▼
十
月
十
九
日
…
知
っ
て

お
こ
う
女
性
の
年
金
▼
十
月

二
十
日
…
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
に
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
六
時
十
五
分
～
八
時
十
五
分
(

二
十
日
の
み
午
後
八
時
四
十

五
分
ま
で
)

場
所
　
北
部
労
政
会
館
(
北
区
岸

町
一
-
六
1
一
七
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
一
話
で
ど
う
ぞ

間
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
王
子
労

政
事
務
所

　
九
〇
〇
-
〇
一

一
七

年
末
資
金
の

お
手
当
は
お
早
目
に

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
現
在
、

「
年
末
融
賢
」
を
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
ど

う
ぞ
。

使
途
　
中
小
企
業
の
方
の
連
転
資
金
、

設
備
賢
金

融
資
額
　
千
八
百
万
円
以
内
(
特

定
の
設
備
賢
金
は
、
二
千
七
百

万
円
以
内
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
金
融
公

庫
千
住
支
店

　
八
八
一
上
(

一
七
五

訂
正

九
月
二
十
日
号
の

「
苗
木
の
即
売
会
」の
記

事
に
誤
り
か
あ
り
ま
し
た
。訂
正

し
て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

(
正
)
十
月
二
十
日
(
水
)

(
誤
)
十
月
二
十
日
(
火
)

N. T　239, 000


